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（目的） 
文部科学省（2012）「共生社会の形成に向けたインクル

ーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報

告）」には、「児童生徒等にとって、障害のある教職員が身

近にいることは、障害のある人に対する知識が深まるとと

もに、ロールモデルとなるなどの効果が期待される。」とあ

る。小学校に勤務する聴覚障害教員である筆者が聴覚障害

理解教育プログラムの立案、実践をすることでロールモデ

ルとしての役割を果たすことができるとともに、自身の障

害と配慮すべき諸事項について、児童に向けて啓発するこ

とで、共生社会の形成に向けての理解を広げることができ

るのではないかと考えた。そこで本研究では、小学校 4 学

年の通常学級を対象にした聴覚障害理解教育プログラムを

立案、実践し、聴覚障害当事者である筆者がロールモデル

的な役割を担うことで障害に対しての理解につながったか

どうか、障害のあるものないものそれぞれが対等な立場で、

個人の違いを認め合う気持ちを育むことができたかを明ら

かにすることを目的とした。 
（方法） 
(1)対象：東京都公立小学校 4 学年 23 名を対象にした。(研

究の公表に関して、当該学校長の承諾を受けている。) 

(2)手続き：総合的な学習の時間における全３時間の聴覚障

害理解教育プログラム(table1)を立案し、検証授業を行っ

た。 
〇単元名 わたしたちにできること 
〇単元の目標 聴覚障害を中心に障害のある人に対する知

識を深め、障害のあるものないものそれぞれが対等な立

場で個人の違いを認め合う気持ちを育てる。 
Table1 聴覚障害理解教育プログラムの主な内容 

時 主な学習内容 
1 ・もし聴覚に障害のある転入生が入ってきたら、どんな

ことを考えるかという課題を提示し、 聴覚障害者との

かかわり方について考える。 
・聴覚障害者の聞こえ方のデモ音源を実際に聞き、聴覚

障害者の困り感について気づく。 
2 ・難聴体験から聴覚障害者と聴者の両方の体験をし、会

話においてどのようなことが困るのか、双方の心理的

な困り感からそれぞれ考える。 
・体験を踏まえ、聴覚障害者と聴者双方が円滑にコミュ

ニケーションをとる方法を考える。 
3 ・前時で考えたコミュニケーション方法をもとに、もう

一度難聴体験をする。 
・聴覚障害者と共に仲良く生活していくにはどんなこと

が必要か考える。 
検証授業における児童のワークシート内での記述をテキ

ストマイニングソフトの共起ネットワーク図を用い、使用

されている語の出現頻度や複数の語の共起関係を可視化し

て分析することで、児童の反応の全体的な傾向を把握し、

障害に対しての理解につながったかどうか、障害のあるも

の・ない者それぞれが対等な立場で個人の違いを認め合う

気持ちを育むことができたかについて分析・考察した。 

(結果) 
第 1 時では、聴覚障害者とかかわることについて、児童

から、「手話で（話して）仲良くなりたい。」という意見が

ある一方で、「友達になるのは難しい。」といった意見が見

られた (Fig. 1)。 

 
Fig. 1 第１時の児童の反応 

第 2 時の難聴体験では聴覚障害者と聴者の両者の体験を

交代して行った。聴覚障害者役からは、「なんて言っている

のかわからないし、仲間はずれにされているみたいで悲し

い。」、聴者役からは「自分は普通にしゃべっているのに何

言っているのって顔をしていて、何回もしゃべっても聞こ

えなくて話が進まない。」などの感想から、双方の立場から

それぞれの戸惑いと、困り感に気付いている様子が伺えた。 

第 3 時では第 2 時の体験を踏まえ、児童から「手話や筆

談、大きな口を開けてジェスチャーをつけて話す。」や、「耳

が聞こえない人と目が合ったら、無視をしないでやさしく

声をかけてあげたり、自然に会話できるように心がけたり

する。」という感想が見られた。このような児童の反応から、

障害に対しての理解を深め、対等な立場で違いを認め合お

うとする態度が児童の中に育まれている様子が示された

(Fig. 2)。 

 
Fig. 2 第３時の児童の反応 

（考察） 
聴覚障害理解教育プログラム全体を通して聴覚障害教員

である筆者が日々の生活でどのようなことで具体的に困り、

そして障害をどう受け止めていったのかを率直に語りかけ

たことで障害のある人に対する知識を深めるのに有効であ

ったと考える。また難聴体験では、ただ聞こえない体験の

みをするだけではなく、聴覚障害者役と聴者役の両者の体

験を行ったことで双方の立場の困り感を体感させる上で有

効であった。さらに両者の困り感を軽減するための解決方

法を話し合わせたことで障害のある者・ない者が対等な立

場で違いを認め合おうとする態度の形成に繋がったと考察

した。  
（文献）文部科学省(2012)共生社会の形成に向けたインク

ルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進
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